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パドヴァにはいつか行くつもりでいたのですが、いつも後回しになっていました。理由は、ここに来

るのに苦労がないからです。ミラノ中央駅から列車で乗換えもなく 2時間強で到着してしまいます。

従って、皆さんが楽しんだ“ブレンダ川の川下り”の予定を入れてなければ、日帰り旅行をするに当

たって、一番の楽しみである“念密な計画”の必要は全くありません。従って、いつでも行けると考

えて、後回しになっていたのです。しかし、ミラノ滞在の時間も限られている状況で、もうそんなこ

とは言っていられません。ついに行くことにしました。パドヴァは、ヴェネツィアとヴェチェンツァ

の間にある人口 20万人以上の大きな街です。このあたりの街は、軒並み世界遺産に登録されていま

すので、パドヴァにしても、世界遺産に匹敵することは間違いないところです。 

 

パドヴァの歴史は、このあたりの街と同様、もちろん紀元前から始まります。街の建設はトロイの王

子によって紀元前 1100年頃に始まったとの伝説があります。実際に、紀元前 9世紀には、もう街と

して機能していたようです。古代ローマ時代には、ブレンダ川によってアドリア海に繋がっているパ

ドヴァは、農産物等の貿易で既に当時における有数の都市となっていました。西ローマ帝国滅亡後は、

ロンゴバルド人の侵略により、街は破壊されてしまいましたが、11 世紀には自由都市となり再び繁

栄が始まります。13世紀にはロンバルド同盟の一員として神聖ローマ帝国の侵略に耐え、14世紀に

はカッラーラ家の支配の下、その繁栄が頂点に達して、経済だけでなく、学問や文化の中心的な街と

なったのです。パドヴァ大学も 13 世紀（1226 年）に開校しています。また、カッラーラ家は、数

多くの当時の芸術家たちを集めてこの街に文化の花を咲かせました。パドヴァの人を未だにカッラレ

ーゼと言うのはこの影響だと思います。しかし、15世紀に入るとヴェネツィアの支配に下り、18世

紀後半までヴェネツィアの支配が続きます。その後は、オーストリア支配、ナポレオン支配を経てイ

タリア王国に編入され、現在に至っています。 

 

朝の 10時過ぎにパドヴァに到着すると、真っ直ぐにサンタントニオ聖堂に向かいました。この聖堂

と植物園は、午後 1 時からの休憩時間までに見ておきたかったからです。パドヴァの聖人はこの聖

堂に拝されている聖アントニオです。この聖人は、ポルトガルのリスボン生まれで、フランチェスコ

会の修道士として布教のためにイタリアに来て、死ぬまでパドヴァに住んでいたそうです。生前に

数々の奇跡を起こしたことは非常に有名で、死後 1 年経たずに聖人として列聖されました。聖アン

トニオを聖人と崇めているのは、パドヴァだけではありません。彼の生誕地であるポルトガルとブラ

ジルでは国の聖人となっています。このように、今でも聖アントニオは人々から深い信仰を集めて、

各地から来ている巡礼者は年間 500万人とも言われ、絶えることがありません。信仰の強い人には、

彼の奇跡は今でも起き続けていると考えているのでしょう。良いことがあったときは彼の奇跡のおか

げであると感謝し、困ったときには彼の奇跡をお願いに来るのです。こういう状況を見るにつけ、カ

トリックは本当にキリストだけを信ずる一神教なのでしょうか。良くわからなくなります。聖堂は、

聖アントニオの死後直ぐに建設が開始され、1310 年には完成したのですが、その後の改築は 15 世

紀まで続いたそうです。この何もかもが素晴らしい聖堂は、間違いなく世界の 10指に入ると思いま

す。先週のアッシジと言い、総本山として建てられた聖堂は一見の価値があると思いました。聖堂の

前の広場の騎馬像も有名なようです。確かに生き生きとしています。 



 

 

 

続けて、サン・アントニオ聖堂付属の修道院、サン・ジョルジョ礼拝堂（2.5ユーロ）及び信者会の

礼拝堂を見学しました。修道院の回廊から見るサン・アントニオ聖堂の尖塔はとてもきれいでした。

サン・ジョルジョ礼拝堂のフレスコ画も非常に見事でしたが、ここは撮影禁止でした。実は、サンタ

ントニオ聖堂も撮影禁止でしたが、知らずに堂々と写真を撮ってしまいました。 

 

 

植物園に行く前に、もう一つの大きな教会であるサンタ・ジュスティーナ聖堂に立寄りました。ここ

は、モーツアルトがオルガンを弾いた教会とのこと。今では、礼拝に来る人が減ったのでしょう。こ

の大きな聖堂の半分も使っていません。この聖堂の右奥には廟がありますが、そこのフレスコ画は素

晴らしいものです。 



 

 

続いて、植物園（Orto Botanico）に入りました。何故か、この植物園だけがパドヴァでは世界遺産

に登録されています（1997年）。この世界最古の植物園では、休憩時間までゆっくりと植物鑑賞にあ

てることとしました。この植物園はパドヴァ大学の研究機関として 1545年に開園されました。この

中で一番古い木は椰子の木で 1585年に植えられたそうです。この椰子の木は簡単な建物で覆われて

いて今でも元気に育っています。蓮の花がとてもきれいでしたので、何枚も写真を撮ってしまいまし

た。この植物園は、現在でもパドヴァ大学の研究機関として、植物、医学、薬学の研究所として存在価

値が高いそうです。 

 

 

 

植物鑑賞が終わると、いよいよ大好きな街歩きが始まります。スクロヴェーニ礼拝堂の予約は 4 時



なので、チケットを受け取る 3 時までは街歩きにあてられます。植物園の直ぐ横には、とてもきれ

いな楕円形の広場、プラトー・デッラ・ヴァッレがあります。この日はその周りに露天商が出ていて

大賑わいでした。ここは、ローマ時代の円形劇場だったところなので、全体の形が楕円形になってい

るのです。広場の中にある水路とその両側にあるパドヴァに縁の深い芸術家たちや偉人たちの彫像が

非常に印象的でした。パドヴァには、トラムも走っています。ミラノと違って、新しいきれいなトラ

ムばかりでした。 

 

 

パドヴァのメインストリートはローマ通りです。プラトー・デッラ・ヴァッレからローマ通りで昼食

をとりながら、いよいよパドヴァの街の中心に入ります。ここには、エルベ広場、フルッタ広場、シ

ニョーリ広場と 3 つの広場が連なっています。これらの広場はパドヴァのマーケットでもありここ

には食べ物を中心とした露天商が軒を連ねています。特に、ラジョーネ宮 1 階とその周辺が一番賑

やかです。まるで、ナポリや東南アジアを思い出す雑踏でした。でも、これらの広場はマーケットだ

けでなく、15 世紀に建てられたラジョーネ宮を初めとする歴史的な建物に囲まれ、パドヴァの歴史

的な素晴らしさを誇っているところなのです。ラジョーネ宮の 2階は有料（4ユーロ）ですが、見る

価値があります。体育館のような大きな広間にフレスコ画がぎっしりと描いてあります。それに、木

造の馬の像も見事なものです。また、サンタントニオ聖堂の影に隠れがちですが、パドヴァのドゥオ

モもこれらの広場の近くにあります。ドゥオモの洗礼堂も有料（2.8ユーロ）ですが、ここも素晴ら

しいフレスコ画で覆われています。パドヴァはフレスコ画の宝庫なのです。 

 



 

 

 

街歩きのあとは、いよいよ、パドヴァ観光のメイン・イヴェントであるスクロヴェーニ礼拝堂へと向

かいました。3時前に予約券をチケットに交換後、4時までの待ち時間に、前哨戦として、サンタン

トニオ聖堂と同時代に建てられたエレミターニ教会の博物館を見学しましたが、ここにも素晴らしい

絵画が溢れています。スクロヴェーニ礼拝堂に対する期待と楽しみがますます膨らんできました。 

 

 

スクロヴェーニ礼拝堂（入場料は博物館と併せて 13ユーロでした）は、期待とは裏腹に何の変哲も

ない建物ですが、ミラノの「最後の晩餐」のように中に入れる観光客は 25 名に制限されています。

この日も前後の組はいっぱいでしたが、何故か、我々の組だけは 8 人しかいません。多分、この組

は予約した人だけなのでしょう。ここには、アッシジのサン・フランチェスコ大聖堂と同様にジョッ



トによって描かれたフレスコ画があります。これで、2週続けてジョットの鑑賞となりました。但し、

この中にいられるのは 15 分だけ（我々の組は 20 分以上いさせてもらえました）ですので、アッシ

ジのようにじっくりと鑑賞するわけにはいかないのが残念です。ここのジョットは聖母マリアとキリ

ストの生涯を描いていました。当時の超人気画家だけのことはあります。すべての作品は鑑賞してい

る人々に感動を与えてくれるのです。内部は撮影禁止だったので、下記の内部の写真はカタログです。 

 

 

パドヴァは見所の多い街です。特に、あちらこちらに残るフレスコ画は素晴らしいと感じました。但

し、ラジョーネ宮を除きほとんどが撮影禁止のようです（実は、知らずに堂々と撮影したところもあ

ります）。世界遺産が植物園だけであることが信じられません。街全体を世界遺産に登録すべきだっ

たのではないでしょうか。14.5 世紀に当時の芸術家や偉人たちをこの街に集めて、この街の文化を

花咲かせた領主（カッラーラ家）には頭が下がります。芸術を愛する中世の領主たちの支配した街は、

フェッラーラ等イタリアにもいくつかありますが、その中でもパドヴァは出色していると思います。 

 

最初にも書きましたが、ミラノ中央駅からパドヴァは 30分から 1時間間隔のユーロスターで 2時間

強ですから、ほとんど苦労することなく日帰り旅行が楽しめます。また、ヴェネツィアからでも 30

分の距離ですから、ヴェネツィア旅行の途中下車でも良いかもしれません、物価もヴェネツィアに比

べるとかなり安いので、パドヴァをベースにヴェネツィアを訪問するのも良いかもしれません。パド

ヴァ観光とブレンダ川下り、そしてヴェネツィア観光をセットにすると経済的な計画も出来そうです。 

今回の旅程は、朝、8 時 5 分発のユーロスターで、パドヴァ着は 10 時 10 分です、ミラノへの戻り

は、パドヴァを午後 5時 18分発のユーロスターでミラノ中央駅着は 7時 25分でした。乗換えの心

配もなく、列車もきれいですから、いつものイタリア国鉄に対するストレスは皆無です。逆にちょっ

と物足りなさも感じました。この日は快晴で、ヴェローナとヴィチェンツァの区間では、往復とも北

の山々の素晴らしい景色を見ることが出来ました。多分、ドロミティまで見えていたのではないかと

思います。 


